
１．重要な会計方針

　(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　　　満期保有目的の有価証券

　　　　償却原価法を採用しております。

　　　その他有価証券

　　　　時価のあるもの

　　　　　…決算時の市場価格等に基づく時価法を採用しております。

　　　　時価のないもの

　　　…個別法による原価法を採用しております。

　(2) 固定資産の減価償却の方法

　　　有形固定資産及びソフトウェアについては、定額法を採用しております。

　(3) 引当金の計上基準

　　①貸倒引当金

　　　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等の特

　　　定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

　　②退職給付引当金

　　　従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務の見込額に基づいて計上しております。

　　　なお、退職給付債務は期末自己都合要支給額に基づいて計算しております。

　　③減損損失引当金

　　　有価証券の発行会社の財政状態等を勘案し、今後発生する可能性のある損失見込額を計上しておりま

　　　す。

　(4) リース取引の処理方法

　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る会計処理によっておりま

　　　す。

　(5) 消費税等の会計処理

　　　税込方式によっております。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりであります。

基本財産

　　預金

　　有価証券

特定資産

　学術振興基金

　奨学事業引当資産

(注)当期増加額及び当期減少額には、基本財産内部及び特定資産内部の増減を含んでおります。
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(単位：千円)
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３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりであります。

基本財産

特定資産

　学術振興基金

　奨学事業引当資産

４．固定資産の取得価額、減価償却額及び当期末残高

　　固定資産の取得価額、減価償却額累計額及び当期末残高は、次のとおりであります。

什器備品

ソフトウェア

５．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりであります

基本財産

　　国債

　　公社債

　　円建外債

　　ユーロ円債

　　株式

特定資産

　学術振興基金

　　公社債

　　円建外債

　　ユーロ円債

786

299,975       

148,951)(       

-             

(うち一般正味財
産からの充当額)

小計

小計

合計

△ 82,349 

9,030,254 

999,975 917,627 

30,034 

合計

科目

△ 52,315 

1,678,499 1,737,692 

0 
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６．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりであります。

(単位：千円)

経常収益への振替額

　　受取寄付金

　　基本財産有価証券利息

　　基本財産受取配当金

　　特定資産受取利息

　　特定資産有価証券利息

７．奨学貸与金の増減額及びその残高

　　奨学貸与金の増減額及びその残高は、次のとおりであります。 (単位：千円)

奨学貸与金

８．引当金の増減額及びその残高

　　引当金の増減額及びその残高は、次のとおりであります。 (単位：千円)

退職給付引当金

減損損失引当金

(注)　貸倒引当金の当期減少額のその他は、洗替による戻入額であります。
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